
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 金 ネイルチェックデー 

誕生会 

２ 土  

３ 日      

４ 月  

５ 火 ちきゅう遠足 

６ 水 たいよう遠足（雨天決行） 

７ 木 サッカー教室（ちきゅう・ぎんが） 

８ 金 お別れ会 

９ 土  

１０ 日  

１１ 月 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

１２ 火 ちきゅう遠足予備日 

１３ 水  

１４ 木  

１５ 金  

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月  

１９ 火  

２０ 水 春分の日 卒園式（ぎんが） 

２１ 木  

２２ 金  

２３ 土  

２４ 日   

２５ 月 避難訓練  

２６ 火  

２７ 水  

２８ 木  

２９ 金 保育終了 

３０ 土 新年度準備 

３１ 日  

令和６年３月１日 

園長 宇野 智子 

             相手を思いやる心を学ぶ・・・ 

先日、ぎんが組はお茶会を体験しました。10 月に自分たちで成形し、窯元で焼いてもらった世

界に一つだけの自分のお茶碗（12 月の作品展にて展示）で、点ててもらったお抹茶をいただきま

した。 

作法の中にある「お点前頂戴いたします」という、慣れない言い回しに若干苦戦しながらも、神

妙な面持ちで、両手で持ったお茶碗の正面（顔）を少し回してずらし、飲んでいました。「苦い」

と正直な感想もありましたが、先に食べた和菓子の効果もあってか、「おいしい！おかわりほし

い！」という声も聞かれ、終始和やかに、お茶会が進んでいきました。 

人を穏やかにする要因の一つとして感じたのが、「お先です」という言葉でした。お抹茶は、一

人ひとり順番に点ててもらいますから、一斉に飲めるわけではありません。だから、隣の人への

礼儀としてこの言葉を告げることを教えてもらいました。茶道は、もてなす側、もてなされる側、

それぞれが季節を感じながら心を通わす営みと考えます。 

心に余裕がないと、自分本位になってしまいがちです。 

でも、それだと相手を傷つけかねません。相手を思い、 

礼儀を尽くす。これは、茶道に限らず、様々な場面に通 

ずるはずです。相手に思いを向け、謙虚に優しい気持ち 

で接することができる人になりたいものですね。 

この日、ぎんが組の子どもたちが学んだのは、抹茶 

の味だけではなかったと思います。 （園長 宇野） 

 

まきしまひいらぎえんだより 
♦行事予定♦ 

今月の目標 

し ず く      新年度に向けた新しい環境で、保育者や友達と楽しく過ごす。 

う み      そら組の部屋や戸外に遊びに行き、心地よい環境の中で安心して過ごす。 

そ ら      新しい保育室を体験し、進級に期待をもって過ごせるようにする。 

          春の訪れを感じながら、体を動かしたり探索したりする。 

ちきゅう      進級への期待感をもって、意欲的に活動に参加する。 

          簡単なルールのある遊びを通して、友達とのかかわりを楽しむ。 

たいよう      年長児になる喜びや期待をもち、様々な活動に意欲的に参加する。 

          身近な自然の変化に気づき、春の訪れに関心をもつ。 

ぎ ん が      見通しをもって友達と遊びや生活を進める楽しさや充実感を味わい、就学に期待をもつ。 

          たくさんの人との出会いや周りの人への感謝の気持ちをもち、最後の園生活を楽しむ。 

今月の歌 

し ず く「おはながわらった」 

「おつかいありさん」 

う み「さくらんぼ」 

「キャベツのなかから」 

そ ら「いっぴきのねずみ」 

「かわいいかくれんぼ」 

ちきゅう「うれしいひなまつり」 

「春が来た」 

たいよう「うれしいひなまつり」 

「春が来たんだ」 

ぎ ん が「ぼくのたからもの」 

    「一年生になったら」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

   ４月の主な行事予定 

１日（月）入園式・進級式 

３がつ 

おねがい  【しずく・うみ・そら・ちきゅう・たいよう】 

      月末に、ロッカー内の荷物を持ち帰ります。袋に名前を書いて持ってきてください。 

      年度末に作品を持ち帰りましたら、作品が入っていた袋は新年度に持ってきてください。 

≪今年度で退職の職員≫  

・岡田茉奈・村上友紀乃・松永七海・森佳子・久保愛弓・小泉博美 

能登半島地震被災者支援金へのご協力ありがとうございました。 

 およそ 1 か月半にわたる募金のお願いに対し、多くの皆様がご協力くださったおかげで、以下の

金額を、被災地に送ることができます。保育・教育の場で役立てていただけることと思います。 

                 募金額  53,607 円 

 

             ≪年度末を迎えて≫ 

2 月 17 日（土）コスモス発表会が行われ、アンケートには、多くの方からメッセージが寄せら

れていましたが、その中にあったエピソードを紹介したいと思います。発表会が終わって帰宅した

際、子どもさんからお手紙をもらったそうです。その手紙になんと書いてあったと思います？そこ

には、『はくしゅがうれしかった』とあったそうです。この一行に、発表会が良き思い出となった

ことを伺い知ることができます。この経験は心に種を植え、そして『自信』という花を咲かせます。 

 この 1 年を通して、各学年がそれぞれに過ごした日々の積み重ねが、「今」の子どもたちの姿で

す。私たち職員一同、おうちの方と共に、お子さんの成長の過程に立ち会えたことをうれしく思っ

ています。至らないことも多く、ご不安を与えたこともあったと思いますが、保護者の方々のお言

葉が、職員の励みとなりました。いつもご理解・ご協力くださったことに心から感謝申しあげます。 

 

https://shingekai.jp/

